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研究成果の概要（和文）：　本研究では、実践的な災害看護教育プログラムの構築およびその教育効果について、以下
の結論を得ることができた。
 １.START式トリアージの導入は、災害看護の教育において極めて効果的であった。このトリアージ教育の前後におけ
る模擬患者30症例に対する看護学科4年生115名のトリアージの平均正解率は、70.0％から94.0％に向上した（ｐ＜0.00
1）２.患者の航空機による搬送研修やトランシーバーによる通信訓練を含むＤＭＡＴ隊員養成研修をモデルとした実践
的な災害看護教育は効果的で、看護学生の災害看護への興味や関心の向上につながり、災害看護分野の人材育成に役立
つと考えられた。

研究成果の概要（英文）： The authors developed practical disaster nursing education program, and evaluated
 the effect of the education. The result was following:
 1) Teaching START triage method was very effective for nursing students. After the START triage education
 of 115 nursing students of the 4th grade year, the average right answer rate of 30 simulation patinets st
atistically increased from 70.0% to 94.0% (p<0.001). 2) DMAT training including patients trasport by helic
opters and communication training using transceivers was very effective for disaster nurising education. N
ursing students were very interested in this disaster nursing education and this kind of practical educati
on is very important for rearing nursing staff who can work in the disaster nursing field.
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１． 研究開始当初の背景 

 

近年、大規模災害の頻発により、災害対応

の基礎知識や技術を備えるための教育の重

要性が認識されてきている。災害時の看護で

は、予測不能な事態が生じるため、実践的な

能力や応用力が求められ、事前に訓練し、準

備しておくことが必要となる。また、災害看

護の教育を行う人材の育成も不可欠で、看護

基礎教育における災害医療や看護の必要性

も高まってきている。 

現在の教育方法では、学生が心身への侵襲

を伴う看護技術を患者に直接提供する経験

の機会が得にくく、実践能力には限界がある。

看護技術を臨床現場に近い状態で、統合的に

学習体験ができる環境の整備は、実践能力を

向上させるためには必要不可欠である。各看

護系大学等では、災害看護教育の内容や看護

実践能力を強化していくための教育方法に

ついて試行錯誤している。佐賀大学では、

2005 年より災害看護の教育を開始し、2007

年より実践的な災害看護教育プログラムの

構築を行ってきた。特に、統合実習(災害看護

コース)では、陸上自衛隊航空部隊の協力を得

て、ヘリコプターによる患者輸送訓練を取り

入れている。本研究は、このような実践的な

災害看護教育のプログラムの開発およびそ

の教育に対する質的および量的な評価を行

うことを目的として実施した。 

 

２．研究の目的 

 

 実践的な災害看護教育のプログラムを

構築するとともに、その教育に対する質的お

よび量的な評価を行うことを目的として実

施した。特に START(Simple Triage and 

Rapid Treatment) 式トリアージ教育導入に

よる教育効果および自衛隊ヘリコプターに

よ る 患 者 の 航 空 搬 送 研 修 を 含 む

DMAT(Disaster Medical Assistance Team)

隊員養成研修をモデルとした実践的な災害

看護実習に関する教育実践上の成果と課題

を検討し、今後の災害看護の教育の向上を図

ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 

2011 年 4 月 1 日～2012 年 3 月 31 日まで

の 1 年間に、実践的な災害看護教育プログラ

ムの構築を実施した。具体的には、東京ＤＭ

ＡＴ隊員養成研修をモデルとして、ＳＴＡＲ

Ｔ式トリアージの教育への導入、トランシー

バーによる通信訓練、ＤＭＡＴや「こころの

ケアチーム」の派遣を想定した災害時のシミ

ュレーション図上演習（ＤＩＧ：Disaster 

Imaging Game）を含む災害看護論 1 単位（15

時間：必修科目）を構築した。また、統合実

習（災害看護コース：2 単位 90 時間：選択

科目）においては、自衛隊ヘリコプターによ

る患者の航空搬送研修や大学附属病院にお

ける大規模災害対処訓練への参加などの実

践的な実習を実施した。 

本研究の重要項目である START 式トリア

ージの教育への導入による教育効果および

自衛隊ヘリコプターによる患者の航空搬送

研 修 を 含 む DMAT(Disaster Medical 

Assistance Team)隊員養成研修をモデルと

した実践的な災害看護実習に関する教育実

践上の成果について、本報告書では論述する。 

 

 対象者および調査期間 ：2012 年度および

2013 年度に佐賀大学医学部で実施した災害

看護論を選択した看護学科 4 年生 117 名を

START 式トリアージ教育の効果判定の研究

対象とした。また、2012 年度および 2013 年

度に実施した統合実習(災害看護コース)を選

択した看護学科 4 年生 12 名を自衛隊ヘリコ

プターによる患者の航空搬送研修を含む災

害看護教育の効果判定の研究対象とした。 

教 育 効 果 測 定 の 手 法 と 調 査 項 目  ：

１)START 式トリアージ教育によるシミュレ

ーション演習の効果 ①基本的なトリアージ

の定義や総論の講義後に「震度 6 弱の地震が



発生し、多数の傷病者が発生した。」という

状況設定の下で、DVD『災害トリアージシミ

ュレーション教材』による 30 症例の被災傷

病者の映像を視聴させ、各症例のトリアージ

を学生に行わせた。②続いて、START 式ト

リアージについて講義を行った。③２日後、

上記と同じ30症例のDVDを視聴させ、再度、

トリアージを実施させた。解答の採点は、1

症例につき正解であれば 1 点、不正解であれ

ば０点として、30 点満点で集計した。 

２)統合実習(災害看護コース)の教育効果と

調査項目：統合実習(災害看護コース)の全講

義終了後に、下記の内容に関する自記式質問

紙調査を実施した。質問紙の回収期限は、講

義終了後から２週間とし、学生の実習の学び

について記載するように依頼した。(自由記

載)。 

分析方法 ：１)START 式トリアージ教育に

よるシミュレーション演習の各症例におけ

る正解率について、Wilcoxon 符号付順位和検

定を用いて、START 式トリアージ教育の前

後での比較を行った。 

２)統合実習(災害看護コース)の教育効果で

は、実践的な災害看護実習における学生の学

びや気づきに関する記述に関して、内容分析

にて質的分析を実施した。 

 
４．研究成果 
 

START 式トリアージ教育の効果判定に

関しては、2012 年度～2013 年度の災害看護

論の選択者全員へ質問紙を配布し、全ての学

生から回収し、回答が得られた。欠損値の多

い 2 名を除く 115 名を解析対象者とした。 

自衛隊における災害看護実習の効果判定

に関しては、統合実習を選択した 12 名全員

から回答が得られた 

START 式トリアージ教育におけるシミュ

レーション演習の効果 ：看護学生による 30

症例の模擬患者のトリアージ区分の正解率

(%)(正答数)の平均値±SD 値は、講義前 70.0

±17.7(21.0±5.3)、講義後 94.0±6.7(28.2±

2.0)と 24.0 ポイント顕著に上昇していた

(p<0.001)。 

自衛隊ヘリコプターによる患者の航空搬送

研修における学生の学びや気づきについ

て ：記述の文脈を損なわない程度に分割す

ると 117 記述が得られ、学生の気づきでない

記述を除外した 86 記述内容を分析対象とし

た結果、【ヘリコプターに関する事項】と【災

害対処に関する組織である自衛隊の特徴的

な職務に関する事項】の２カテゴリが抽出さ

れた。 

学生自身が、傷病者(模擬患者)の役割を通

して、ヘリコプターで搬送される患者の視点

から体験をしたことで、看護職者として、傷

病者（患者）にどのように声をかけ、どのよ

うな看護を行えばよいのか、看護する側の視

点を持ちながら学んでいた。座学だけではな

く、実際に航空機による患者搬送を体験した

からこそ得られたものは多い。実践的な災害

看護実習を通して、災害看護の全体像をイメ

ージとして捉えることが出来ていたようで

ある。実践的な学習の意義は、大学での教育

と災害現場での乖離を出来る限り少なくす

ることにある。また、災害現場の様々な状況

に見合った看護支援をしていくための知識

と技術を身に付けることが必要である。災害

医療は特殊であり、くり返し実践的な演習を

行い、実践に臨めるように訓練していくこと

が重要であると考えられた。 

また、学生による統合実習（災害看護コー

ス）全般の授業評価の分析においては、学生

による主観的な授業評価は、全体的に高かっ

た。学生らは、今後の看護師としての災害医

療活動に対するモチベーションの向上に繋

がり、災害看護分野への興味や関心が向上し

たことが判明した。 

 本研究では、以下の結論を得ることができ

た。 

１). START 式トリアージ教育の前後の正解

 



率は、教育前より平均 24.0 ポイント上昇し

（ｐ＜0.001）、災害看護の教育に極めて有効

であると考えられた。 

２). 患者のヘリコプターによる航空搬送研

修を含む実践的な災害看護教育は効果的で

あり、学生の災害看護への興味や関心の向上

につながり、災害看護分野の人材育成に役立

つと考えられた。 

３). 実践的な災害看護教育に対する看護学

生の主観的評価は高く、学生はこの災害看護

の実習が効果的で重要であると評価してい

た。 
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